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居住地選択における移住者の過去の経験や環境が及ぼす影響	
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In recent years, it is said that the outbreak of COVID-19 has increased interest in 
emigrating to rural areas. However, some people find it difficult to choose the most 
suitable one from the vast number of places to emigrate, which makes them give up on 
emigration. Based on interviews with migrants who opened their businesses in the 
Zenkoji-monzen district in Nagano City, Nagano Prefecture, this study aims to clarify 
how their experiences and environment in the past are affected the current choice to 
migrate and to provide more help to migrants in choosing the best place to migrate. 
 

1. 序 

1-1.背景と目的 

近年、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、地方移住の興

味・関心が高まっている(1)。高度経済成長以降、地方から都市部へ人

が集中する一極集中が継続しているものの、感染拡大をうけた 2020

年 4 月以降、日本人異動者の東京圏への転入超過数は前 2 年の水準

を下回り、7 月から 9 月までは東京圏は転出超過となった。以上のこ

とから、地方への移住に国民の関心が高まっているとともに、東京圏

から地方への人の流れがみられることからも今後さらに地方移住が

加速していくと考えられる(2)。また、平成 29 年に「まち・ひと・し

ごと創生法」1)が制定されて以降、国は全国的に移住してもらうため、

補助金やデジタルを活用した仕組みなどを積極的に支援している(3)。

地方自治体においても SNS での発信や移住体験住宅 2)の整備、相談

会などさまざまな面から移住に対する支援制度が設けられている。	

移住前に地域の全てを把握することは難しいが、事前の情報収集

と投資が移住を成功させるとし、長期的に快適な移住生活につなが

るとされている(4)。しかし、移住先を探すための情報は膨大で多大な

時間と労力が必要である。そこで本研究では、移住者の過去の経験や

環境に着目することで、どのような経験や環境が居住地選択のどの

部分に影響を及ぼすのかを明らかにし、移住希望者が情報収集や移

住体験住宅への参加など、時間や労力を必要とする前に居住地を選

ぶ一助を増やすことを目的とする。	

1-2.既往研究と本研究の位置づけ 

(1) 移住に関する既往研究 

移住に関する建築・都市分野の研究では、移住希望者がどの媒体を

利用して移住に関する情報を収集しているのかに関する研究(5)や、

どのような相談をした人が実際に移住してきたのかに関する研究(6)、

移住する際のプロセスに関する研究(7)、地方移住関心層と移住可能

層それぞれの地方移住生活のイメージ関する選好パターンの違いに

関する研究(8)などがある。これらはどれも移住者が移住を検討して

から実際に移住するまでに関する行動を研究したものであり、移住

を検討する前の移住者に関する研究はされていない。他分野の移住

に関する研究をみてみると、観光学の分野では、観光体験と観光地関

与がライフスタイル移住にどのような影響を与えているのかという

移住者の過去から見た研究(9)がなされているが、限定的である。	

(2) 過去の経験や環境に関する既往研究 

過去の経験や環境に関する建築・都市分野の研究では、幼少期の商

業地に関する思い出と現在の商業地選好意識の関係に関する吉城ら

の研究(10)や、住環境の観点から居住者の価値観と住環境履歴が将来

の住環境傾向に及ぼす効果として、刀根ら(11)が主に自然環境と交通

の便の良さに焦点を当てて、研究しているものがあげられる。	

(3) 本研究の位置づけ 

以上のことから、移住に関する研究において、過去の経験や環境が

どのような影響を及ぼしているのか、全体的な研究はなされていな

い。しかし、商業地選好意識や住環境選好が過去、特に子ども時代に

影響しているという研究があることから、移住者が居住地を選択す

る際においても自身の過去の経験や環境は影響があると考えられる。	

1-3.対象者の選定 

調査対象者として長野県長野市善光寺門前エリア 3)(以下、門前エ

リア)で開業している移住者とする(12)。ふるさと回帰センターの調査

(13)によると、新型コロナウイルスが流行する以前から長野県は移住

地希望ランキングの上位に位置していること(表 1)、移住を希望する

地域類型によると地方都市の人気が今でも高いこと(図 1)から長野

県長野市とする。また、長野市は長野県内の中では移住し、起業をす

る人に向けた補助金などの移住支援政策が充実している点(14)から開

業したい移住者が移住しやすいこと、開業する場合はその地域に長

く住む予定があると推測されること、門前エリアは個人店舗が集中

していることから対象者として選定した。また、本研究における移住

者の定義は、自らの意思で 5年以上長野市外に居住し、現在、生活の

場である居住地を長野市内としている人とする。	

1-4.研究の方法 

本研究では 2021 年 5 月〜6 月にかけてと 2021 年 12 月に行った調

査時、門前エリア内に自身の店舗も住居も構えている移住者 6 名と、

門前エリア内に自身の店舗を構えるが、門前エリア外に住居を構え	
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ている移住者 6 名へヒアリング調査を行った（表 2）。B-4 のみ、門前

エリア内で自身の店舗を構えていたが、建物取り壊しのため現在は

自宅で行っている。門前エリアで再度開業する意思があることから

調査対象者として含んでいる。質問は半構造形式で、移住者の①基本

属性②子ども時代の居住地に対する印象や住居③子ども時代の住居

を出てから、長野市に移住するまでの居住地に対する印象や住居④

長野市への移住理由と印象や住居、今後も長野市に住み続けたいか

の 4点を中心に尋ねた。Ep.数とは対象者が先に挙げた①以外の３点

に関する語りの数をまとめたもので、隣に内訳を示している。	

また、ヒアリング調査を進めていく中で話の流れや聞き方によっ

て、現在の長野市における満足している点などに偏りが出てきてい

る可能性があったため、対象者 12名に対し後日、メールにてアンケ

ート調査を実施した。内容はヒアリング調査で得られた長野市に対

する印象と市民意識等調査(15)をもとに作成した。	

 

 

1-5.論文の構成 

2章では移住者の子ども時代と現在、3章では今までの居住地と現

在、4章では長野市への移住時期と現在について、ヒアリング調査で

得られた語りを主として、各章で別の視点から補足の分析を加える

ものとし、5 章をまとめとした論文構成とする(図２)。	

	

2. 子ども時代について 

ここでは対象者を現在の住居が門前エリア内外かで分類した上で、

子ども時代の経験や環境における影響を語りと住居を用いて現在と

比較し、分析していく。それらから、子ども時代のどのような環境や

経験が現在の移住地選択に影響を与えているのかを明らかにする。	

2-1.子ども時代の期間設定 

ここでの子ども時代とは、対象者の生まれから高校卒業までの年

齢までとする。対象者には、子ども時代と現在の住居の間取りを描い

てもらっているが、この場合、子ども時代の住居は小学校中学年以上

のものとし、それ以前の住居については描いてもらっていない。	

2-2.子ども時代と現在 [語り] 

ヒアリング内容から、対象者の語りをオーラル・ヒストリー調査法

4)を参照し、類型化することによって【風景】【文化】【利便性】【地域

性】【行事】の 5つの構成要素を抽出した。これらを場所、建物、人、

もの・ことの 4 つの軸からなる表上に子ども時代と現在に分けて 1

人ずつ整理した（図 3）。図 3 は A-6を代表例として示している。	

① 風景	

子ども時代の風景について、自然の風景と住宅の風景に関する語

りが 45 件中それぞれ 20 件と最も多かった。このうち子ども時代の

自然の風景において、田んぼや畑などの風景が多かったと語ってい

たものの、それを自然や緑が豊かと語らなかった人は全員 A 群で、

長野市について自然の風景の語りがなかった(A-1,A-2,A-3,A-6)。	

一方で、子ども時代の風景について、公園、田畑関係なく、自然や

緑が豊かと語っていた人は全員 B 群で、長野市も自然や緑が豊かと
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図 1  移住を希望する地域類型 (筆者加筆) 

表 1  ふるさと回帰センター（東京）移住地希望地ランキング 

(筆者加筆) 

ID 居住エリア 職業 性別 年齢 移住歴 Ep.数 ② ③ ④ 調査時間

A-1 男 40代 12年 41 17 12 12 70分
A-2 女 30代 5年 48 21 16 11 105分
A-3 雑貨用品店 男 30代 5年 58 22 25 11 100分
A-4 宿泊業 男 30代 6年 55 11 26 18 65分
A-5 男 50代 32年 34 16 5 13 100分
A-6 女 50代 30年 29 18 2 9 80分
B-1 男 40代 5年 35 13 11 11 100分
B-2 男 30代 8年 28 9 11 8 55分
B-3 男 30代 8年 35 11 11 13 55分
B-4 女 30代 5年 72 29 29 14 95分
B-5 宿泊業 女 40代 11年 33 10 11 12 50分
B-6 事務所施設 女 30代 2年 51 16 15 20 95分

門前エリア内

門前エリア外

飲食店

事務所施設

飲食店

雑貨用品店

表 2  ヒアリング対象者の属性 

出典)ふるさと回帰センターの現状について(2021 年 11 月)特定利営利
活動法人 100万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター	

出典)ふるさと回帰センターの現状について(2021 年 11 月)特定利営利
活動法人 100万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター	

順位 2016年 2017年 2018年 2019年
１位 山梨県 長野県 長野県 長野県 静岡県 和歌山県

２位 長野県 山梨県 静岡県 広島県 山梨県 広島県

３位 静岡県 静岡県 北海道 静岡県 長野県 佐賀県

４位 広島県 広島県 山梨県 北海道 福島県 静岡県

５位 福島県 新潟県 新潟県 山梨県 宮城県 長野県

相談 セミナー

2020年

A-1 の
居住履歴

1977 1995 2000 20092004

子ども時代 居住地

移住時期

長野市

1.　研究概要

主 補足

2. 子ども時代と現在

3. 今までの居住地と現在

4. 移住時期と現在

2-2 [ 語り ] 2-3 [ 住居とその周辺環境 ]　

3-1 [ 語り ] 3-2 [ 職場等距離と前居住地 ]

4-4 [ アンケート調査 ]4-2 [ 移住理由 ]
4-3 [ 語り ]

小結

2-4

3-3

4-5

＝

＝

＝

＋

＋

5.　まとめ

＋

＋

＋

対象者分類

現在の居住エリア

移住時期

現在の居住エリア

図 2  論文構成 
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語った(B-3,B-4,B-6)。このことから子ども時代、自身の住環境が自

然や緑が豊かだったと思う人は、長野市に関しても自然が豊かと捉

える傾向にある。さらに、A 群、B 群で分かれていることから、門前

エリア内では普段、自然の風景がみられることが少ないのではない

かとも考えられる。また、子ども時代の風景について、自然が少なか

ったと語った B-2 は、長野市も自然が少ないと語った。	

② 文化	

	 子ども時代の文化については、遊びに関する語りが 53 件中 47 件

で最も多かった。このうち、子ども時代に寺社仏閣で遊んだ経験につ

いての語りがあった人(A-2,A-5,A-6,B-6)は、A-6 を除いて現在にお

いて善光寺についての語りがあり、それは自身の日常の語りとして

語ることが多い傾向にあった。一方で子ども時代に寺社仏閣で遊ん

だ語りはなかったものの、善光寺についての語りがあった人(A-1,A-

4,B-3,B-4)は、A-1 を除いてお店の移住理由や観光の点から語ってい

た。このことから、子ども時代からお寺や神社が日常にあった人にと

って、お寺や神社が近くにあることは自然的で日常的にありたいと

考える傾向があるといえ、A 群の方が多い傾向にあった。	

また、商業施設で遊んだ経験についての語りが多かった A-3 は、現

在について、雨の日に遊べる場所がほとんどないと語っていた。子ど

も時代を複数地域で過ごした B-4 は、一方の地域では商業施設の遊

びに関する語りが多かったが、もう一方の地域については語られな

かった。B-4 は、子ども時代に遊べる施設の地域差があったため、長

野市に対して商業施設が少ないという語りがなかったのではないか

と考えられる。このことから、子ども時代に商業施設で遊んだ経験が

ある人にとって、長野市は遊べる商業施設が少ないと考えられる。	

③ 利便性	

	 子ども時代の利便性については、商業施設に関する語りが 50件中

17 件で最も多かったが、これは、子ども時代の遊びに関する商業施

設が多く含まれていた。次に、交通のアクセスに関する語りが 15 件

で 2 番目に多かった。このうち、子ども時代から都心へのアクセス

が良い地域に住んでいる人ほど、長野市の東京へのアクセスの良さ

について語っている傾向がある(A-3,A-4,B-4,B-5)。これは、子ども

時代の住居が関東方面であることが理由として考えられる(A-3,A-

4,B-4)。B-5に関しては、職業が宿泊業のため、観光客のアクセスの

良さを重視した移住理由としてあげられたと考えられる。このこと

から、関東出身者が長野市を選ぶ理由として、都心へのアクセスの良

さが重要であると考えられる。しかし、電車の本数が少ないことや都

心に比べて公共機関の発達が劣るものの、それについての語りは A-

4 のみであった。	

また、現在の語りにおいて、歩いて物事が完結できる、住むのに困

らないといった、住みやすさについての語りが A 群 B 群に限らず多

く挙げられた。このことから、関東出身者は都心へのアクセスは重視

するものの、日常での交通の良さは徒歩で完結できるのであれば十

分と考えている傾向にある。また、実際移住してきた人たちは、出身

地関係なく十分満足している傾向にあると考えられる。	

④ 地域性	

子ども時代の地域性については、人との繋がりに関する語りが 24

件中 12件で最も多かった。このうち、子ども時代から人との繋がり

を多く語っていた人(A-6,B-4,B-6)は、長野市に移住した際も人との

繋がりを強く求めている傾向にある。A-6は人との繋がりを昔のよう

で慣れ親しんだ感じと語っている。B-4 や B-6の場合は、もっと繋が

りたい、仲良くなりたいと語っていることから、物足りない部分があ

ると考えられる。これらの違いは居住エリアにあると考えられ、A-6

は門前エリア内なのに対し、B-4,B-6は門前エリア外に居住している。

一方で、B-5のように子ども時代に人との繋がりが少なかった人から

すると、門前エリア外はプライベートに踏み込まれすぎずちょうど

良いと感じている。このことから、人との繋がりを強く求めたい人は

門前エリア内、ある程度の距離を保ちたい場合は門前エリア外に居

住することでより自身にとっての住みやすさが得られるのではない

かと考えられる。ただし、A-6の薄くしようと思えば薄くできのかも

しれないという語りがあるように、地域のコミュニティへの関わり

方は自身で調節しやすい地域性があるとも考えられる。	

⑤ 行事	

子ども時代の行事については、お祭りに関する語りが 22件中 11件

で最も多かった。このうち、子ども時代から全国的にも有名なお祭り

が身近に開かれていた A-5 は、長野市は今のままでもいいけど街の

規模としてもう少し大きくてもいいと語っている。また、B-1 は子ど

も時代に地域全体で観光客も巻き込んだようなイベントが数多く行

われていて活気があったという語りから、対象者の中で唯一長野市

のイベントに対する活気が少ないと語ったと考えられる。このこと

から、子ども時代の行事体験は、活気や規模感といった街の賑やかさ

の価値観に影響を及ぼしており、A 群 B 群関係なく賑やかな街にいた

人は、長野市に対して物足りないと感じる傾向にあると考えられる。	

2-3.子ども時代と現在 [住宅とその周辺環境] 

以上の結果から、子ども時代の経験や環境が現在の移住地選択に

影響を与えていることが明らかになった。これは住居やその周辺環

境といったより狭い範囲の住居にまつわる部分についても影響を与

えているのではないかと考えられる。そこで、対象者に子ども時代と

現在の住居の間取りを描いてもらい、そこから読み取れるものと実

際にヒアリングで得た住居に関する語りから、以下にまとめた（図 4）。

これは、対象者が実際に描いた間取りとヒアリングで構成されてお

り、例えば、和室がないと語ったため和室がないのではなく、描かな

かった、あるいはヒアリング時に話に出てこなかったため、ないとし

ている。そのため、ここの分類に入っていないからそのものがなかっ

たとはいえず、対象者が間取りを描いてください、という設問に対し

て、意識していなかった、印象に残っていなかったので描かなかった、

語らなかったと捉えることができる。	

① 門前エリア内居住者（A 群）	

現在の住居について、A 群は賃貸しかいなかった。その 1 人である

A-5は、本当は購入したかったが売ってくれないと回答している。ま

た、A 群の方がリノベーションしている家が多く(A-2,A-5,A-6,B-1)、

そのうち A-5,A-6 がセルフリノベーションも行っていた。このこと

から、賃貸を改修したい人にとっては最適なエリアだが、購入して改

修したい人には難しいエリアだと考えられる。	

現在、店舗付き住宅として門前エリア内に居住している人(A-2,A-

6)は、子ども時代に親が自営業などで店舗付き住宅として過ごして

いた。このことから、子ども時代から職住近接で過ごしていた人たち

は職場と住居が同じなことに抵抗が少ない傾向にあると考えられる。	

② 門前エリア外居住者（B 群）	

現在の住居について、B 群で物件を購入している人(B-1,B-3,B-4)	
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図 3 子ども時代と長野市についての語り代表例(A-6) 

図 4 子ども時代と長野市における住居とその周辺環境 

今は大体新興住
宅地みたいなの
がここ20年ぐら
い私がこっちに
来てから開発さ
れて増えてるっ
て感じ。

街っていう認識は
ないんだよね、完
全村。だから町と村
っていうのはすごい
違った、印象として
は。

本当に田んぼの
あぜ道を歩いて
帰るみたいな状
況のところ

ちょっと平地なん
だよね。川も流れ
てて大きい川が、
犀川がね、流れて
る。

いわゆる国道と
か県道とかに接し
てないと言うか、
旧道からちょっと
細い道に上がっ
たところにあって
、別にパッとわか
るわけじゃないん
だけど

ただ一軒一軒の
敷地も田舎は大
きいので、こうい
う街みたいな状
況じゃなくて結
構広く、て隣近所
もいちいち隣な
んだけど歩くっ
て言うか

村の中でという
か、隣組の中で
家が一番電話が
早く入った。電話
が出始めた時で
、うちは床屋さん
をやってたから、
商売やってるの
もあって、近所の
中で一番早く電
話を入れた。だ
から近所の人達
が借りに来た。
家によく10円持
って。

まだこの家のすぐ
下が空き地だった
ころ、区画だけはさ
れてて、でも家が建
ってない状態で、そ
こにレンゲとかが
生えていて、なんか
そこで近所の子と
お花摘んだりとか、
何かわかんないけ
ど遊んでたなぁ

ちょっと小高い所
に祠みたいなの
があって、松の木
とかなんかが生え
てて、ブランコと
シーソーぐらいは
あったんだろうね
、そこでやっぱりよ
く遊んだよね、かく
れんぼするとか、
たかおにするとか
、ブランコに乗る
とか、蟻地獄を掘
るとか。 雑きのこの林が

あって、それから
ちっちゃい沢がし
み出してるような
、沢なんだよ、そこ
でサワガニとった
りとか、わらびとっ
たりとか。

割と都会って言う
か町の子と割と接
しやすいところの
村って感じ。小学校
が１、２つとかしか
ないから、そういう
文化差が生まれち
ゃうと言うか、小学
校はいっぱいあれ
ばね、村だけの子
になるかもしれな
いけど、小学校は2
個しかないからそ
うなっちゃう。中学
校は一個。

ラムっていうかマ
トンって言うか、そ
れがあの地域の焼
肉とかお花見とか
集まりの必ず出て
くるものっていう
感じ。そういうのや
ってたなー。

その近所の仲良か
った隣組の3,4軒
で春になると、花見
をやるとか。なんか
月に一回とか２ヶ
月に1回はなんだ
かんだで集まって
る。

駅と駅との間だか
ら駅の起点で言う
と番栄えてないと
ころ。

街の子は何かちょ
っとおしゃれでで、
その時できたイト
ーヨーカドーが松
本に初めてできて
たぶんソレが十歳
ぐらいだったと思
うんだけど、イトー
ヨーカドーに行っ
て T シャツ買って
来たって話がもの
すごく羨ましく思っ
ていた。

あれも来てたも
ん、衣料品を積ん
だ車が。そういう
のが回ってきて
月に一回とかそ
こで洋服を買っ
てもらうって言う
そんな感じの6歳
7歳だった。

その後はちょっと
明科の商店街の
洋品店に買い物
に連れてってもら
えたけどそれより
前はそんな感じ。

戸建てであの辺
はアパートとかは
成立できないと
いうか近所に商
店とかもないし。

建物もそれは自
分が生まれ育っ
たところにはない
よね。こういう密
集して、街の中に
あって、木造だけ
ど、ですごく汚く
て。廃屋だったか
ら。

木が少ない。だ
からここに木と
か植えたい。そし
たらもっと涼しく
なるから。

面白かった全部。 
っていうか人間も
やっぱりすごく私
の中では興味深
くて、こう自分が
やっぱり生きてき
たものとか見て
きたものその文
脈に全然ない。
全然ないから、い
ちいち新鮮。

本当に長野て県
庁所在地で人口
も多いのに、なん
ておとなしいなん
だろうって言うか

街だけど近所との
絡み方が私にとっ
ては田舎の感じと
同じで、しょっちゅ
うなんか近所の
おじちゃんおばち
ゃんとかにこんに
ちはって言ったら
今度お茶飲みに
行きましょうとか
自分には慣れ親
しんでる。

薄くしようとすれ
ば薄くなるのかも
しれないけど交
流がしやすい。

近くに何でもあ
るから選べない
かもしれないけ
ど、パン屋もある
し、呉服屋もある
し、クリーニング
屋があって、種
があって、お寺
があって、パン
屋さんがあって、
洋品店があって
って、郵便局が
あってみたいな
感じですごい整
ってる。

八百屋ちょっと
減っちゃったけ
ど、魚屋と酒屋さ
んがあるし、ちょ
っと行けばお菓
子屋さんもある
し、ほとんど困ら
ないね。車がなく
ても。お医者さ
んもいっぱいあ
るし

この辺で何でも揃
う。

場所 建物 人 もの・こと

風景 (Ep.5/18)

行事 (Ep.2/18)

文化 (Ep.3/18)利便性 (Ep.6/18)

地域性 (Ep.2/18)

利便性 (Ep.3/9)風景 (Ep.2/9) 地域性 (Ep.4/9)
人自体 人との繋がり日常

住宅の風景

自然の風景

遊び日常

イベント

お店交通のアクセス

雰囲気 人自体

自然の風景 住宅の風景

子
ど
も
時
代(Ep.18/29)

現
在(Ep.9/29)

長
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のうち、子ども時代の住居が古家である B-1 は空き家を購入してリ

ノベーションしており、子ども時代の住居が新築である B-3,B-4 は	

現在においても新築物件を購入している。このことから、住居形態に

おいて子ども時代の影響を受けていると考えられる。	

現在、川の近くに住んでいると回答した人（B-3,B-6）は、子ども

時代も住居の近くに川があったと答え、現在、庭付きの物件に住んで

いると回答した人(A-5,B-1,B-6)は B 群に多く、子ども時代も住居に

庭があったと答えた。このことから、外構や住居周辺環境については

子ども時代から持続して選ぶ傾向があると考えられる。また、B 群の

方が子ども時代と住居周辺環境が似たような場所を選ぶ傾向があっ

たことについては、門前エリア外の方が外構や住居周辺環境に関す

る選択肢が多いからではないかと考えられる。	

2-4.小結 

以上より、どのような子ども時代を過ごしたかで門前エリア内外

どちらの方がどういう点で住みやすいと感じるのか、構成要素ごと

の傾向が明らかになった。また、子ども時代の比較的広範囲な住環境

だけではなく、より狭い範囲である住居形態やその周辺環境におい

ても現在の住居を選ぶ際に影響を及ぼしている傾向があることが明

らかになった。住居形態については職住近接の点において A 群、新

築・改築の点において B 群と、両者ともに影響を及ぼしていると考

えられるが、住居周辺環境については B 群の方がより強く影響を及

ぼしている結果となった。	

	

3. 今までの居住地について	

ここでも 2 章同様に対象者を現在の居住エリアが門前エリア内外

かで分類した上で、子ども時代の住居を出てから現在に至るまでの

居住地(以下、前居住地)での経験や環境における移住地選択の影響

について、語りを用いて現在と比較し、分析していく。それらから、

どのような環境や経験が現在の移住地選択に影響を与えているのか

を明らかにしていく。	

3-1.今までの居住地と現在[語り] 

対象者の生まれから現在に至るまでの主な居住地を示した図を示

す（図 5）。これと、2-3同様に前居住地に関する語りを構成要素に分

け、４つの軸をもとに作成した 1 人ずつの図（図 6）と比較しながら

分析していく。図 6は A-4 を代表例として示す。	

① 風景	

前居住地の風景については、自然の風景に関する語りが 33件中 19

件で最も多かったが、特に共通点などは見当たらなかった。このこと

から、前居住地に関しての環境や経験は風景よりも、その他の文化や

利便性、地域性に対しての影響が多いのではないかと考えられる。	

② 文化	

前居住地の文化については、遊びに関する語りが 24 件中 11 件で

最も多かった。このうち、お店に関する語りをしていた人(A-2,A-

4,B-4,B-5,B-6)は、門前エリア内外に居住しているにかかわらず、長

野市において個人のお店がたくさんある良さについて語っている傾

向がある。このことから、前居住地でカフェなどの個人店の多い地域

で過ごしてきた人にとって、商業施設やチェーン店ではなく、個人店

が多いことが魅力的と感じる傾向があると考えられる。また B-5 の

ように、そういった地域で今まで過ごしてきたからこそ、カフェなど

の文化的な店がない地域では住めないと考える人もいるため、ある

程度の文化的側面を求める人にとって長野市は最適な移住地域であ

ると考えられる。	

③ 利便性	

前居住地の利便性については、交通のアクセスに関する語りが 45

件中 22件で最も多かった。このうち、オーストラリアのトラムの利

便さの語りがあった A-4 は、長野市の交通 ICが未発達なことや電車	

図 5 対象者の居住歴 
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子
ど
も
時
代(Ep.11/55)

現
在(Ep.18/55)

A-4(Ep.55)

東
京
都
田
無
市
（
西
東
京
市
）

長
野
市
　
鶴
賀
緑
町

居
住
地
域(Ep.26/55)

黒
：
神
奈
川
県
横
浜
市
　
赤
：
ド
バ
イ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
　
緑
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
青
：
イ
エ
メ
ン

場所 建物 人 もの・こと

横浜はみなとみ
らいって言うの近
くですね、横浜市
っていうよりは。 
いろんなものが
すぐそこにある場
所でした。海もあ
るし、東京では海
はなかったけど、
横浜は海が見え
た。

あと家がやっぱり
でかいですね一
軒一軒がでかくて
土地が広いからっ
ていうのもあるけ
ど。 すごいでかく
てやっぱ一人の部
屋もでかいし。

シェアハウスとかも
たくさんあって、一
人で住むっていう
よりは、みんなで住
んでって感じでし
た。シェアハウスも
面白いですよね。

東京とは何か違っ
た感じがしました。
ヨーロッパではな
いですけどちょっ
と異国感があるよ
うなとレンガ館と
かもそうですけど。

やっぱ食事も文化
も全然違うし、イ
スラム教なので宗
教感が全然違い
ました。特に女性
なんて虐げられて
るみたいな。本当
に運転とかも出来
なかったりで。

1日6回ぐらいお
祈りの時間があ
って、朝4時とか5
時とかに町内放
送みたいな感じ
で音楽が流れて
きて、その音楽と
共にみんな起き
て、モスクに行く
みたいな。一斉
に起こされる、そ
れがつらかった

ラマダンっていう
期間があって日
が出てるうちは
誰も食べ物が食
べられないそう
いうの意識しな
いで外で食べた
り飲んだりしてる
と殺されたりする
みたいで怖い。

他の宗教のことと
か興味出てきたり
そんな世界はある
んだって東京行っ
た時とはまた違う
すごい1回は行っ
てもいいかなって
思います。ドバイと
か面白いですね 。

イタリアの文化が
残っているってい
うおしゃれな街で
した

中東の後だった
っていうのもある
かもしれないけど
、すごい自由

いろいろ休みの
日は旅行にと言
うか旅をしてまし
たね。有名どころ
のシドニーとか
グレートバリアリ
ーフケアンズか
とか行ってました
ね。

メルボルンはヨー
ロッパの移民がた
くさんいるんでカ
フェとか飲食店が
たくさんある。

飲食店行って日
本人の1.5から2
人前ぐらいだか
ら、誰かと行って
シェアみたいな。 

割とスマート社会
ですね。

地域の人っていう
より、いろんな人が
集まる。結構稼ぎ
に来てる人がほと
んどですかね。そ
れこそ移民も多か
ったですね。 面白
いですね 。

すごい個人を尊重
する国で、仕事二の
次で家族とか、自分
のことをすごい大事
にする国民性が、す
ごい日本と違ってて
、例えば残業とか一
切ないしすごいい
い国でしたね。

日本人多かったで
すね、そういうとこ
ろはワーホリの人
が多い。多分、語
学留学かねて。

中東は全く日本人
いなくて中国人が
多かった。

体もでかいです
けどね。肥満率本
当アメリカを確か
こしたんじゃない
んですかね。肥満
の人めっちゃ多い
ですね。

最後の1年とかは
イエメンに行って
すごい治安が悪
い。 

すごいセキュリ
ティの頑丈なホ
テルに住んでて、
もちろんお休み
の日とかでもそこ
から出れないと
いうか、出られた
くないからずっと
ホテルにいまし
たね。

ほとんど家から
は怖くて出れな
かった。

あとトラム。メル
ボルンはトラムが
走ってて路面電車
ですかね。それが
すごい印象的でし
たね。

トラムは結構走っ
てますね、電車よ
りも車よりもトラ
ム使ってる人の方
が多いんじゃない
ですかね。 やっぱ
り東京みたいな感
じで車を持つって
いうのが大変で、
物価も高いんで、
車を持たずにトラ
ムとかあと Uber 
とかを利用してい
る人が多かったで
すね。

コンパクトシティ
とまではいわない
ですけど交通網
は行き届いてる
ので、電車も、バ
スも、トラムも使
えば基本どこでも
行ける街でした。

買い物はホテル
で、飯も食うから
何も買わないで
すね。

場所 建物 人 もの・こと
風景 (EP.3/26)
自然の風景 住宅の風景

文化 (Ep.10/26)
歴史

遊び 宗教

地域性 (Ep.8/26)
人自体 治安

利便性 (Ep.5/26)

住みやすさ

交通のアクセス お店

周辺はほんと住宅
街で一戸建てがバ
ンバンではないけ
どポツポツあった
感じ

住宅街ベッドタウン
ですね。なんか田
舎だなって思って
ました、都会新宿と
かに比べると。

近くに大きい公園が
あって、そこが唯一
の名称っていうか
桜とかあって人が集
まったり、休んだり
する場所でしたね。
子供の時もよくそこ
で遊んでた。

同じ町内に有名
人が住んでいて、
それは東京なら
では。

コミュニティに属し
ているわけじゃな
かったっていうの
もあるかもしれな
いんですけど、地
元のコミュニティ
とかもあったとは
思うんですけど、
東京の人ってあん
まりそういうの好き
じゃないから、あっ
てもそんなに表に
は出さないからわ
かんないですね。

近所の交流とか
もなかったです
ね。 町内会とかも
なかったしゴミ捨
て当番があったり
するぐらい

新宿まで電車ま
で30分とかで、み
んな満員電車に
乗って仕事に向
かう町。

小学校中学校高
校も全部徒歩圏
内で割と通いやす
かった。

若かったのでお店
とかないから田舎
って思ってたし、大
学とかはそっちの
方だったので新宿
とかに遊びに行く
ことは多かったで
す。

特にでっかいデパ
ートとかもなく、会
社とかもそんなな
い。

自宅から最寄り駅
は歩いて15分ぐら
いでしたかね。

風景 (Ep.2/11)
生活の風景

文化 (Ep.1/11)
遊び人との繋がり 人自体

地域性 (Ep.2/11) 行事 (Ep.1/11)
町内掃除

利便性 (Ep.5/11)

学校・会社

商業施設

交通アクセス

街の感じもよかっ
た、もともとインバ
ウンド外国人がメ
インの宿をやりた
いと思っていて、そ
うなるとやっぱりこ
ういう古風じゃない
ですけど、歴史のあ
る街でやった方が
お客さん来るんじゃ
ないかなて思って
いた（移住理由）

観光客が多い所で
年間通してあんまり
波がない。(移住理
由)

冬寒いなって、こん
な寒いんだって。1
年目2年目とか寒す
ぎて帰ろうかなって
思っていました。

DIY してたんで、冬
とかほんとすごく
寒くて、電気使えな
いんで工事中は極
寒の中。 今はもう
慣れましたけど寒
いですよね。

飲食店とかみん
なこのへんやって
るんで、そのお店
で飲み会とか行っ
たりしてます（店
舗）

善光寺周辺お祭り
がいっぱいあるん
だけど神輿担いだ
り地域のイベントが
たくさんありますね
青年部って言うの
所属してたんで

町内会に入って大
掃除とか。後は忘年
会は年に一回あっ
て、それは参加して
ますかね。そんなに
嫌だなあとかはな
いですかね 。（店舗
）

電車の本数がめっ
ちゃくちゃ少ない。
松本とか車だとちょ
っと遠いから電車
で行きたいなって
いう気持ちはある
けど、本数が少ない
から、一本乗り遅れ
たら1時間後とか。

電子マネーが普及
してない。せめてパ
スモ、スイカぐらい
は使えて欲しい。

個人のお店が多
いチェーン店が少
ないのは僕はは
いいなと。色々個
性があってカフェ
とか飲食店とかあ
といいと思う。

やっぱりビジネス
的な観点から見
ると家賃が安かっ
たり（移住理由）

あと実家が東京な
んで東京からのア
クセスが良く（移住
理由）

あとコンパクトの町
って言うのも決め
手ですかね、駅か
らでも行けるし、善
光寺も近いし。（移
住理由）

僕が一番圧倒的
年下なので、この
辺だと特に。みん
なにいい意味で
可愛がってくれる
（店舗）

もうちょっと若い人
欲しい。30代いな
いすね、20代もい
ないし、もうちょっ
と下に降りていけ
ばね、いるけど（店
舗）

ご近所付き合いが
多いってのはある
、みんな優しいで
す。神輿以外にも
畑で採れた野菜と
か果物とか持って
きてくれたりとか。
（店舗）

今住んでる住居
の方では地域交
流とかは全然ない
（住居）

やっぱ人が少ない
っていうのもある。こ
れくらいがちょうど
いい。東京はちょっ
と多すぎて、学生時
代から結構多いの
は多いなあと思っ
ていた。

歴史

産業

文化 (Ep.2/18) 地域性 (Ep.7/18)
天候

利便性 (Ep.6/18)
お店 日常交通アクセス

行事 (Ep.3/18)
町内会

お祭り
イベント

人自体

人との繋がり

物価

現
在(Ep.18/55)

長
野
市
　
鶴
賀
緑
町

街の感じもよかっ
た、もともとインバ
ウンド外国人がメ
インの宿をやりた
いと思っていて、そ
うなるとやっぱりこ
ういう古風じゃない
ですけど、歴史のあ
る街でやった方が
お客さん来るんじゃ
ないかなて思って
いた（移住理由）

観光客が多い所で
年間通してあんまり
波がない。(移住理
由)

冬寒いなって、こん
な寒いんだって。1
年目2年目とか寒す
ぎて帰ろうかなって
思っていました。

DIY してたんで、冬
とかほんとすごく
寒くて、電気使えな
いんで工事中は極
寒の中。 今はもう
慣れましたけど寒
いですよね。

飲食店とかみん
なこのへんやって
るんで、そのお店
で飲み会とか行っ
たりしてます（店
舗）

善光寺周辺お祭り
がいっぱいあるん
だけど神輿担いだ
り地域のイベントが
たくさんありますね
青年部って言うの
所属してたんで

町内会に入って大
掃除とか。後は忘年
会は年に一回あっ
て、それは参加して
ますかね。そんなに
嫌だなあとかはな
いですかね 。（店舗
）

電車の本数がめっ
ちゃくちゃ少ない。
松本とか車だとちょ
っと遠いから電車
で行きたいなって
いう気持ちはある
けど、本数が少ない
から、一本乗り遅れ
たら1時間後とか。

電子マネーが普及
してない。せめてパ
スモ、スイカぐらい
は使えて欲しい。

個人のお店が多
いチェーン店が少
ないのは僕はは
いいなと。色々個
性があってカフェ
とか飲食店とかあ
といいと思う。

やっぱりビジネス
的な観点から見
ると家賃が安かっ
たり（移住理由）

あと実家が東京な
んで東京からのア
クセスが良く（移住
理由）

あとコンパクトの町
って言うのも決め
手ですかね、駅か
らでも行けるし、善
光寺も近いし。（移
住理由）

僕が一番圧倒的
年下なので、この
辺だと特に。みん
なにいい意味で
可愛がってくれる
（店舗）

もうちょっと若い人
欲しい。30代いな
いすね、20代もい
ないし、もうちょっ
と下に降りていけ
ばね、いるけど（店
舗）

ご近所付き合いが
多いってのはある
、みんな優しいで
す。神輿以外にも
畑で採れた野菜と
か果物とか持って
きてくれたりとか。
（店舗）

今住んでる住居
の方では地域交
流とかは全然ない
（住居）

やっぱ人が少ない
っていうのもある。こ
れくらいがちょうど
いい。東京はちょっ
と多すぎて、学生時
代から結構多いの
は多いなあと思っ
ていた。

歴史

産業

文化 (Ep.2/18) 地域性 (Ep.7/18)
天候

利便性 (Ep.6/18)
お店 日常交通アクセス

行事 (Ep.3/18)
町内会

お祭り
イベント

人自体

人との繋がり

物価

図 6 前居住地と長野市についての語り代表例(A-4) 
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本数の少なさといった、公共交通の不便さについて語っている。この

ことから、前居住地において当たり前になっていた交通の便の良さ

は移住先においても求めたいと考える傾向にあると考えられる。	

④ 地域性	

前居住地の地域性については、人自体に関する語りが 62件中 20件

で最も多く、次に人との繋がりが16 件と人に関することが多かった。

このうち、東京に居住したことがある人(A-1,A-2,A-4,B-1,B-3,B-4)

は、門前エリア内外に居住しているにかかわらず、B-4 以外の人が通

勤や通学による東京の人の多さについて、ネガティブな語りをして

いた。このことから、長野市に移住する人の多くは、都心の人の多さ

に対して、妥協できない人が多いのではないかと考えられる。	

また、A-3 は前居住地の語りで人との繋がりが多かったが、長野市

の方ではあまり語られなかった。B-4,B-6は子ども時代の語りに続い

て前居住地の語りでも人との繋がりを多く語っていたことから、前

居住地でも人との繋がりを重視しており、長野市においても重視し

続けている傾向にあると考えられる。両者の違いとして、B-4,B-6は

子ども時代からの妥協できない部分が人との繋がりであり、A-3 の方

は人との繋がりは自身の中でそこまで重要視されていないのではな

いかと考えられる。また子ども時代と同じく、A-3 は門前エリア内に

住居を構えていることから、門前エリア内では門前エリア外よりも

人との繋がりが強く現れる傾向にあると考えられる。	

⑤ 行事	

前居住地の行事については、イベントに関する語りが 9 件中 6 件

で最も多かった。このうち、地域性で前居住地の人とのつながりを多

く語っていた、A-3,B-4,B-6 は行事に関しても同様に語りがみられ、

A-3 は地域性と同じく、長野市に関して行事の語りがなかったことか

ら、地域性に関する考察と同じことが言えると考えられる。	

3-2.今までの居住地と現在[職場等距離と前居住地] 

前居住地での語りの共通点による移住地選択はみられたが、居住

エリアにおいての影響は④地域性以外ではあまりみられなかった。

そこで、ここでは住居から善光寺、長野駅、職場の距離関係と前居住

地を照らして分析していく。	

対象者の住居(地区の中心)から善光寺、長野駅、自身の店舗までの

距離を示す（図 7）。さらに、対象者の生まれから現在に至るまでの

主な居住地を示した図と比較しながら分析する（図 5）。図 7 にある

ように、門前エリア内に居住している A 群は A-4 を除いて職場が一

番近く、門前エリア外に住んでいる B 群は B-4 を除いて善光寺が一

番近かった。ただし、A 群の方も善光寺までの距離は 1000m以下と比

較的近い。このことから、門前エリア内外に関わらず善光寺の周辺に

住居を構えたいと思う人が多いことが考えられる。	

A-4 と B-4 はどちらも住居から長野駅が最も近く、交通アクセスを

重要視する傾向にあると考えられる。前居住地と照らし合わせると、

子ども時代の居住地がどちらも東京であることから、交通の便が良

い地域に住んでいたため、交通アクセスを重視する傾向があるので

はないかと考えられる。また、長野市に移住する直前が東京である、

B-1,B-3,B-4 はともに門前エリア外に住居を構えている。これは、門

前エリア内は職場の地域であると考え、ある程度離れていたいと考

える傾向があると考えられる。	

3-3.小結 

以上より、前居住地での文化的活動や、人の量、繋がりといった経

験が現在の移住地選択に影響を及ぼしていることが明らかになった。

居住エリアにおける差異はあまり見られなかったことから、前居住

地については、街全体に関するより大きな部分での影響の方が大き

いと言える。また、移住直前の地域によって居住エリアが分かれたこ

とから、現在の居住地については、特に移住直前の居住地による影響

があると考えられる。	

	

4. 移住時期について 

今までの章より、移住者の過去の経験や環境が現在の移住地選択

に影響を及ぼしていることは明らかになった。さらに、各々の過去の

経験や環境だけではなく、過去の社会的背景も影響を受けながら移

住していると考えられる。この章では、対象者を移住が注目された時

期別によって分類した上で、移住理由や現在についての語りとアン

ケート調査を用いて分析し、移住が注目された時期によって移住地

選択にどのような影響を与えているのかを明らかにする。	

4-1.移住ブームのポイント設定 

上村氏によると、これまでに都市から地方への移住が注目された

のは 2008 年 9 月におきた世界的金融危機の「リーマンショック」、

2011 年 3 月に発生した「東日本大震災と福島第一原子力発電所の事

故」、2014 年の「地方創生」の３つの時期であると示されている(16)。

ふるさと回帰センターの相談件数を見てもその時期を境にしながら

徐々に相談件数が拡大している(図 8)。このことから、対象者が長野

市に移住してきた時期について３つの社会的背景と2020 年以降のコ

ロナ期で分類する。 

0

2000

4000

6000

8000

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 A-6 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6

距
離
(M
)

善光寺ー住居 ⻑野駅ー住居 職場ー住居

図 7 現在の住居と職場等との距離 
図 8 ふるさと回帰センターの相談件数（筆者加筆） 

出典)ふるさと回帰センターの現状について(2021 年 11 月)特定利営利
活動法人 100万人のふるさと回帰・循環運動推進・支援センター	
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図 9 長野市についての語り代表(B-6) 

表 3 対象者の移住理由 

山が近い。なので乙
にいるときと同じく
らい山を感じられ
る感じ。

街灯があったり、イ
ルミネーションが
あったり、桜が綺
麗に咲くとかそう
いうところも良か
った。

門前はもう最初か
ら門前って決めて
てこの辺の文化が
好き。善光寺周り
が好きだったか
ら。

宿坊とか街並み。
寺とか宿坊とかあ
の辺を通学路みた
いに歩くのが最高
だと思っていて。な
んか観光地に住ん
でいる憧れみたい
な。

やっぱあの辺の
道って中央通りで
も善光寺裏の私
の家の裏の周り
でもちょっと文化
を保とうと綺麗に
してあるところが
いい。

本当に今住んで
るところとか長野
の雰囲気が好き
で安心してる。

よく気にかけてく
れるおばあちゃん
で、話しかけてく
れる。

道挟んだところな
んだけど畑を借り
たらしくて孫と3
人でやるから良か
ったらおいでよ、
みたいな感じで
それこそ町畑みた
いな空き地を畑
にしてなんでもち
ょっとコミュニティ
ガーデンぽい関係
がある。

今住んでみるとこ
ろはおばあちゃん
おじいちゃんがい
て、帰ってきたら
おかえりって言っ
てくれる。しちょっ
と庭作業やってる
と何やってるのっ
て言ってやって来
てくれる。

保育園の子供が街
を散歩していて、
公園で遊ぶ声や散
歩中のおばあちゃ
んとしゃべっている
姿が嬉しい。

駅や権堂で飲んで
夜に帰っても怪し
い道じゃない。危
険がなさそう。

繋がりで仲良く
なった人、お友達
があの辺に住ん
でるからっていう
ことかな。

横沢町のお祭りめ
ちゃくちゃ面白くて
みなさんすごく一
生懸命でその後
めちゃくちゃお酒
飲んで何か一番
なのにすごい絆
ができたみたい
な、地域ぐるみの
祭りで。

ちょいちょいあるお
店がいい雰囲気。

お店が古民家改修
しましたみたいな
お店が私の好みの
雰囲気であんまり
ギラギラしてない
感じなところ。

もうちょっと日曜日
の朝のモーニング
できるカフェが欲し
い。

お気に入りポイント
みたいなのが今で
も新鮮な気持ち。安
心もしてるけどワク
ワクもしてる。まだ
まだ開拓できる面
白さみたいなのが
ある。

事業主さんたち
ともっと仲良くな
りたいので、そう
いった会合があ
るといい。

好みのお店屋さ
んとかそういう
好みのお客さん
とかが集まってる
街なら安心して
暮らせそう

店終わるのとかも
急に街が静かに
なる。

場所 建物 人 もの・こと

長
野
市
箱
清
水

現
在(Ep.20/51)
B-6

風景 (Ep.2/20)
利便性 (Ep.6/20)

行事 (Ep.1/20)

地域性 (Ep.8/20)

文化 (Ep.3/20)

自然の風景

商業的風景

雰囲気

お店

歴史

治安 人自体 人との繋がり

お祭り

A-6
自身の運営拠点があったから。学生時代から拠点を
離れようと思わなかった。たぶん他の人は、ってか
就職してとかだったんだと思うんだけど、拠点を離
れようって考えが全く浮かばなかった。

A-5
長野はそうでもなかったというか、活発に動いてな
かった気がしていてなんか街としてはなんもない
分、自分でやってみようと思ったというか、１から
自分でやってみようというか。

場所 建物 人 もの・こと

A-1
長野市に来たきっかけは奥さんの実家でお店をや
りたいなっていうところで、お店は来た時にすぐ
ここでやろうって決めた。

B-5
数字の面で言うとやっぱり当時ゲストハウスって
いうのは海外の人がよく使うっていう場所だった
ので東京から松本まで 2時間 2時間半とかかかる
んだけど、長野市なら 90 分で来れるそういうアク
セスの利点。

長野市は松本の夏ほどではないけど一年通してずっ
と安定的に来るというのがあって、小さい宿をやる
にあたっては安定的な方がいいのかなっていう。

プラスこっちで人の繋がりが出来てきたっていう
のもあったり。

B-2

B-3

コストが安い、家賃が安いというので一回失敗で
きるだっていうのがあったから選んだ。
家賃が安いというので一回失敗できるだっていう
のがあったか。

長野市にしようと思った理由はなくて、色んなとこ
ろを見て選んだわけじゃなくて長野市のここが良
かったっての特にないんですけどだから本当とりあ
えず移住してみようという感じ。
空き家見学会に参加して、色々話し聞いたらなんか
大阪でやるよりも全然そのコストが少なくてすむか
ら、初期のコストがね。

やっぱリノベーション物件がいいかなと思って、
なのでそういうの探してるうちに門前のエリアリ
ノベーション栄えてことが分かって。
駅前よりも安くて。
善光寺も近い。

一人でやってるわけじゃなくて長野駅前にあるイタ
リア料理店があってそこでその友人に声かけられて
じゃあ一緒にやらないかってことでそこの立ち上げ
た時にプランを立ち上げた。

ビジネス的な観点から見ると家賃が安かった。

A-2

A-3

A-4

観光客が多い所で年間通してあんまり波がない。
めっちゃ来る月もなければめっちゃ少ない月もな
いっていうのがあって。

あと実家が東京なんで東京からのアクセスが良く。
街の感じもありましたね、やっぱり僕もともとイン
バウンド外国人がメインの宿をやりたいと思ってい
て、そうなるとやっぱりこういう古風じゃないです
けど、歴史のある街でやった方がお客さん来るん
じゃないかなて思ってました。
あとコンパクトの町って言うのも決め手ですかね。

駅からでも行けるし、善光寺も近いし。

何をするか決めてないけどって感じで、でもどうせ
ここに住むんだったら、もうこのエリアに住みたい
なと思って。

色々し始めて、今空き家見学会とかやってんだみ
たいな感じでたどり着いてそっからまあここの開
業に至るみたいな感じ。

なんか愛着ですよね、深さがやっぱり違うかなっ
ていうのと、高校の時に思ってた、いずれはその
長野のまちづくりに関わる、長野でできることを
したいっていう。
やっぱ善光寺じゃないですかね。お店をそこでやり
たかったわけは歩いていける、気軽に歩いて行ける。

こういう風景があるところがいいなってのが街並み
を見てて思ってて。小雑誌を見て漠然と思ってた。

なんか長野市に移住して、3 年以内だったら移住者
起業支援金っていうの 100 万円使えるってのも
あって、それ使ってやっとけば 100 万円ぶんのも
らえるなと思って。

あと長野市にあまり靴の事をちゃんとやってるの
がなくて、周りに敵がいない。

何も不便がない。
実家がほどよく遊べる場所にあったから、いつでも
帰れるみたいな。バスで帰れたってのもあって。
1500 円ぐらいで帰れるから新宿まで、1500 円とか
で。めっちゃ安くてしょっちゅう帰ってた。 東京だ
と新幹線でもバスでもあるから便利だった。

B-1

東京で講演会を聞きに行って、空き家見学会って
いうのをやってるから、そうやって色んな地域か
ら長野に住みたい人が集まってそういう、古民家
再生して住んでる人とか、お店をやる人とか、い
ろんな方がいらっしゃるなんです、っていう話を
聞いて、それ面白いと思って。

商売のことで長野市を選んだって感じ。商売の成
功する近道と言うか。人数がたくさんいるってい
う。

どこか東京じゃない、愛知じゃない、緑豊かで、
住みやすくて、子育ても。なんかあったかい地域
がいいなとは思って、ふわっとした想像しながら、
長野っていいじゃんって思って。だから場所を決
めてなかったけど知ってるなみたいなところ何も
知らないところではないとは思っていた。
私、その緑があんまりないところに住みたくないっ
てずっと思ってて。

B-4

B-6
門前はもう最初から門前って決めててこの辺の文
化が好き。善光寺周りが好きだったからっていう。 知り合いのシェアハウス繋がりで仲良くなった人、

その辺のお友達があの辺に住んでるからっていうこ
とかな。

私が来た理由は事業の立ち上げ。

その時同時多発的にいくつか中心市街地でこの場所
を借りて自分たちで直して踏み出す人たちがポツポ
ツポツって現れていたのと、空き家見学会というの
が始まった時期。

長野市を盛り上げたい。

以
前

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期

大
震
災
期

地
方
創
生
期

コ
ロ
ナ
期
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4-2.移住時期と移住理由[語り] 

対象者を長野市に移住した時期で分類したため、移住理由に最も

影響が現れていると考えられることから、対象者全体をポイント別

に並べ替え、それぞれの移住理由について分析していく(表 3)。	

① ブーム以前期(A-5,A-6)	

移住理由として何もない街に自分で何かしたいと思ったからとい

う理由が主に挙げられた。	

② リーマンショック期(A-1,B-5)	

A-1 は移住理由として、配偶者の実家でお店をやろうと思ったとい

う街に対しての移住理由ではないため、少し特殊な例であった。B-5

は、移住理由として観光客や人の多さなどが主に挙げられた。このこ

とから、B-5に関しては、事業を長く続けるための人を重視した経済

面の移住であると考えられる。	

③ 東日本大震災期(B-2,B-3)	

移住理由として家賃が安いからが主に挙げられた。長野市にした

理由は特にないけど失敗してもいいくらいのコストだったため、と

りあえず移住したと語った B-2、実家の近くだからという理由が強い

B-3 からみると、事業をその土地で長続きさせたいというよりも自身

のライフスタイルにあった場所として移住先を重視しているのでは

ないかと考えられる。B-2 は今後長野市に住む予定はなく、長野市移

住後に見つけた長野県内のさらに地方へ行きたいと語っている。	

④ 地方創生期(A-2,A-3,A-4,B-1,B-4)	

移住理由として観光客や人の多さなどがリーマンショック期と同

じく主に挙げられた。一方、同時期でも人の多さを理由として挙げな

かった人(A-2,A-3)は、今後、長野市から出ていく予定があると語っ

ていた。このことから経済面が強い時期に移住してきた人で、長く長

野市に住み続ける予定の人の移住理由は商売を成功させる術、特に

人の量を重視して移住先に選んでいることがわかる。	

⑤ コロナ期(B-6)	

移住理由として知り合いが近くに住んでいたり、場所の雰囲気が

気に入っているからと語っていたことから、ライフスタイルを重視

した傾向がある。	

4-3.移住時期と現在[語り] 

4-2 において、ポイント別の移住理由に傾向があることが明らかに

なったことから、2章、3章同様にここでもポイント別による移住地

選択への影響があるのではないかと考えられる。そこで、今まで同様、

現在の語りを４つに分類した図(図 9)をもとに分析していく。図 9 は

B-6を代表例として示している。	

① 風景	

現在の風景については、どの風景に関しても語りの量に差はなか

った。このうち、ブーム以前期の A-5,A-6は、長野市に対して木が少

ないと語っていた。自然ではなく木が少ないと語っていることから、

普段の生活の中で自然に触れ合う機会が長野市は少ないと考えてい

るのではないかと考えられる。また、両者とも門前エリア内に住んで

いることから、お店や施設が建っていて周りの山々が見えにくいと

いう点も考えられる。	

② 文化	

現在の文化については、歴史に関する語りが 19 件中 13 件で最も

多かった。このうち、歴史的な街並みについて語ったのが、A-4,B-6、

善光寺について語っていたのは A-1,A-2,A-5 と各時期とも長野市の

歴史的街並みや文化に触れた発言をしていて、特に差異は見られな

かったが、A-1,A-2,A-5,B-6は、自身の日常に触れた歴史的な話だっ

たのに対し、A-4 は事業開業の理由の一つとしてあげていた。	

③ 利便性	

現在の利便性については、住みやすさに関する語りが 53件中 20件

で最も多かった。これについて、A-2,B-6以外は長野市に対して、コ

ンパクトな街であったり、田舎と都会の中間であったり、住むのに困

らないと語っている。具体的には場所や建物といった、街の機能に対

しての語りであったが、B-5に関してのみ、人に対して田舎と都会の

中間でプライバシーが保たれていると語っていた。	

④ 地域性	

現在の地域性については、人自体、人との繋がりに関する語りが 52

件中 42件と半数以上を占めていた。東日本大震災期の B-2,B-3 は人

の語りが他と比べて少なく、場所や建物の語りの方が多かった。この

ことから、人より場所や建物といった観点を考えて移住している傾

向があると考えられる。	

コロナ期の B-6 は人との語りが多いことから、人を重視した観点

で移住していると考えられる。	

⼤分類 質問項⽬
a. 公共交通機関の利⽤しやすさ（普段利⽤のしやすさ）
b. ⾼速交通網の利⽤のしやすさ（新幹線、⾼速道路など都⼼への出やすさ）
c. ⼦育て環境
d. 歴史的街並みなどの⾨前周辺の景観
e. 歴史や伝統が受け継がれていること
f. ⾃然の豊かさ
g. 天候（寒さ、暑さなど）
h. 快適な住環境（静かさ、⽴地条件など）
i. 物件の多さや選択肢の多さ
j. 家賃など家周りのお⾦
k. レジャー/商業施設の充実さ
l. ⼈の多さ
m. 近隣同⼠の距離感（挨拶や付き合いなど）
n. 移住者に対する寛容さ
o. 移住者同⼠の付き合い
p. ⽇常の買い物
q. ⽇常の物価
r. 地域コミュニティルール（回覧板など）
s. まち全体の活気（地域住⺠の街づくりが活発など）
t. 新たなことを始める環境として
u. その他⾨前周辺で満⾜している点
v. その他⾨前周辺で不満⾜な点
w. 全体として⻑野市⾨前周辺に対して満⾜しているか
x. これからも⻑野市に住み続けたいか

場所

建築物

⼈

もの・こと

記述式

社会的背景 ID a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t

A-5 4 4 4 4 4 4 3 4 3 3 2 3 4 4 4 4 3 3 4 4

A-6 4 4 4 3 3 3 3 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 3 3 4

A-1 4 4 5 4 4 5 2 4 4 5 3 3 4 4 4 5 4 2 5 5

B-5 4 5 5 4 4 5 5 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5

B-2 4 4 5 5 5 4 4 5 5 4 4 4 4 5 4 5 4 4 5 5

B-3 4 3 3 5 5 4 4 3 3 4 3 3 3 4 3 4 4 3 4 4

A-4 4 4 5 4 4 3 4 3 4 3 5 5 5 4 4 4 5 4 5

A-2 5 5 4 4 4 2 4 4 5 4 4 4 4 4 4 5 5 4 3 5

A-3 2 5 2 5 3 4 4 4 2 3 1 4 4 3 3 4 3 3 3 5

B-1 4 4 4 4 5 5 3 5 3 4 3 4 4 3 3 4 2 3 4 3

B-4 5 5 4 3 4 5 5 4 2 4 4 2 2 3 2 4 3 2 4 4

コロナ期 B-6 4 4 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 4 4 3 5 4 4

⼈ もの・こと

ブーム以前

リーマン
ショック期

東⽇本
⼤震災期

地⽅創⽣期

場所 建築物

表 5 対象者のアンケート調査結果 

 

表 4 アンケート調査内容 
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⑤ 行事	

現在の行事については、お祭りに関する語りが 10件中 5 件で最も

多かった。長野市の行事について語っていたのは、A-1,A-2,A-4,B-

1,B-2,B-4,B-6と比較的どの時期に移住した人でも言及しており、時

期別の特徴は得られなかった。	

4-4.移住時期と現在[アンケート調査] 

4-3 での語りの分析において、④の地域性を除き、あまりポイント

別の特徴がみられなかった。これは、移住者が語った内容のみを扱っ

ているため、話の流れによる偏りが生じ、語らなかった部分に関する

内容が分からないことが要因として挙げられる。そこで、ここでは対

象者に後日行ったアンケート調査をもとにポイント別の移住地選択

の傾向がないかを分析していく。	

4-4-1.アンケート調査概要 

アンケート調査では、質問 20項目について場所、建物、人、もの・

ことの４分類に分け、満足している(5)、やや満足している(4)、普通

(3)、やや不満である(2)、不満である(1)、の五段階評価で回答して

もらった(表 4)。以下がアンケート調査の結果でポイント別に分類し

て示している（表 5）。	

4-4-2.アンケート調査結果と分析 

① ブーム以前期(A-5,A-6)	

両者とも全体的にまあ満足、普通と回答しており、どの質問に対し

ても非常に満足という回答が得られなかった。これは、自身が街をも

っと良くしようという思いから移住している移住理由に影響がある

と考えられ、まだまだ街に対してできることがあると考えているの

ではないかと考えられる。	

② リーマンショック期(A-1,B-5)	

他の時期の人に比べ、家賃など家周りのお金(i)や日常のお金

(p,q)に関して高評価の回答をしている傾向がある。このことから、

経済的な側面を重視し、満足していると考えられる。	

③ 東日本大震災期(B-2,B-3)	

両者とも場所についての質問が高評価の回答であった。特に街の

歴史に関しての質問(c,d)に対して両方とも大変満足と答えたのは、

東日本大震災期とコロナ期の人のみであることから、ライフスタイ

ルを重視した社会的背景を持つ時期の移住者にとって、長野市の街

の歴史的部分は満足を得やすい地域性があると考えられる。	

④ 地方創生期(A-2,A-3,A-4,B-1,B-4)	

人数も最も多いというのもあるが、同じ地方創生期の中でもばら

つきが多いことから、最も不満が出やすい時期であると考えられる。

このことから移住して 5 年程度経つと、その地域が自身にとってど

の点が住みやすいか分かるのではないかと考えられる。	

場所、建築に関しての質問にやや不満、不満と答えている人(A-

2,A-3)は今後長野市から出ていく予定があると回答していたのに対

し、人に関しての質問にやや不満と答えた人(B-4)は今後も長野市に

住み続けたいと答えている。このことから、場所や建築といった街の

ハード的側面で不満を持つと他の地域に行く傾向があるのに対し、

人やもの・ことといったソフト的な面での不満は妥協できる、もしく

は改善する余地があると考えられる。	

⑤ コロナ期(B-6)	

全体的に高評価の回答であったが、これは移住して年数が経って

いないことが要因として考えられる。また、同じライフスタイルを重

視した社会的背景を持つ東日本大震災期に移住した人に比べ、人に

関する質問が高評価の回答であった。このことからもコロナ期に移

住してきた人は、ライフスタイルで人を重視していると受け取れる。	

4-5.小結 

以上から、同じ開業するために移住してきたとしてもポイント別

に移住理由の傾向があることが明らかになった。ブーム以前期に移

住してきた人は何もない街に自身で何かしたいと思っている傾向、

リーマンショック期、地方創生期に移住してきた人は商売の経済面

を重視する傾向、東日本大震災期、コロナ期に移住してきた人は自身

のライフスタイルを重視する傾向があることが明らかになった。た

だし、同じライフスタイルを重視したような移住期であっても、場所

や建物を重視するのか、人を重視するのかで背景が異なっていた。	

また、ライフスタイルを重視した社会的背景を持つ時期に移住し

てきた人や、経済面を重視した社会的背景を持つ時期に移住してき

た人たちの中でも商売のことを第一に考えて移住していなければ、

長野市から別の地域へ移住を検討する傾向がある。	

さらに、ポイント別の移住地選択においても移住理由と関係した

ポイント別の傾向があることが明らかになった。	

	

5. まとめ 

本研究では長野県長野市善光寺門前エリアで開業した移住者を対

象に移住者自身の過去の経験や環境が移住地選択にどのような影響

を及ぼしているのか、移住者へのヒアリングとアンケートによって

分析・考察して、以下の知見を得た。	

(1)	 どのような子ども時代を過ごしたかで門前エリア内外どちらの

方がどういう点で住みやすいと感じるのか、大まかな傾向が明らか

になった。また、より狭い範囲である、子ども時代の住居やその周辺

環境でも影響を及ぼしていると考えられる。	

(2)	前居住地での文化的活動や、人の量、繋がりといった経験が現在

の移住地選択に影響を及ぼしていることが明らかになった一方で、

居住エリアに関しては語りにおいてあまり特徴はみられなかった。

しかし、移住直前の地域によって居住エリアが分かれるなど、現在の

居住地には、特に移住直前の居住地による影響があると考えられる。	

(3)ライフスタイルを重視した社会的背景を持つ時期に移住した人

はライフスタイルを重視した移住理由が大きく、経済面を重視した

社会的背景を持つ時期に移住した人は、商売に関しての移住理由が

大きいことが明らかになった。対象者の移住理由において移住時期

別による傾向があったことから、移住する時期においても一定の影

響を及ぼしていることが明らかになった。	

今回は主にヒアリング調査を通して、過去の経験や環境が移住に

関してどのような影響を及ぼしているか、全体を把握しながら明ら

かにした。今後の展望として、これが長野県長野市善光寺門前周辺エ

リアで開業した移住者だけに関することなのか、他都市でも調査を

することや、大規模なアンケート調査等で過去の経験や環境に関す

る定量的なデータを得ることで、より信頼性を増す必要がある。	

	

	[補注]	

1)人口急減・超高齢化という課題に対し、国を挙げて各地域がそれぞれの

特徴を生かした自律的で持続的な社会を創生することを目的とする	

2)地方への移住を希望する人が数日や１ヶ月単位などで地域の暮らしを
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体験でき、生活の準備ができるよう、短期間の滞在が可能な施設のことで、

他にもお試し住宅や田舎暮らし体験住宅と呼ばれる。	

3)参考文献（12）より引用すると、長野市中心市街地の一部であり、JR 長

野駅から 2km ほど北に位置する善光寺の門前周辺、約 1km 四方に広がる

エリアを指しているが、明確な境界を持たない、概念的な領域である。本

研究では、長野市による、長野市中心市街地活性化プラン（平成 29 年 10

月）に示された、中心市街地エリアを長野市善光寺門前エリアとして対象

としている	

4)ヒアリング調査の編集方法としては、後藤晴彦,佐久間康富,田口太郎：

まちづくりオーラル・ヒストリー,	水曜社,	pp.60-67,	2005を参照した。	
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